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鷹
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版
会
、
共
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、
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宇
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資
料
集
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
栗
林
忠
男
・
編
集
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表
、
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国
際
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法
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典
』
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、
共
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、
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解
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新
し
い
海
洋
法
－
船
舶
通
航
制
度
の
解
説
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
山
堂
、
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共
著
、
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日
刊
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業
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、
共
著
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「
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事
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境
界
画
定
に
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九
九
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会
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五
六
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鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
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総
括
と
展
望
・
閉
会
の
辞
」
（
栗
林
忠
男
・
宮
澤
浩
一
）

　
　
　
『
二
一
世
紀
に
お
け
る
法
の
課
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と
法
学
の
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命
ー
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学
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学
部
法
律
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ポ
ジ
ウ
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（
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
五
六
）
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）

「
国
際
法
に
お
け
る
『
境
界
』
の
空
間
的
構
造
」
　
　
『
国
際
法
と
国
内
法
　
山
本
草
二
先
生
還
暦
記
念
』
（
勤
草
書
房
、
一
九
九
一
年
）

「
国
家
承
認
　
　
（
K
E
Y
　
W
O
R
D
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『
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刊
法
学
教
室
』
コ
ニ
五
号
（
一
九
九
一
年
）

「
宇
宙
基
地
の
法
構
造
1
ー
登
録
と
管
理
・
管
轄
権
の
側
面
」

　
　
　
　
『
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
開
設
一
〇
〇
年
記
念
論
文
集
　
法
律
学
科
篇
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）

「
海
洋
法
学
会
（
」
S
I
）
第
二
四
回
大
会
の
日
本
開
催
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
『
季
刊
海
洋
時
報
』
五
六
号
（
一
九
九
〇
年
）

「
外
国
船
舶
に
対
す
る
船
員
関
係
法
令
の
適
用
ー
S
T
C
W
条
約
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
ー
」
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新
海
洋
法
制
と
国
内
法
の
対
応
』
四
号
（
一
九
八
九
年
）

「
ド
ミ
ニ
オ
ン
と
日
本
の
国
交
関
係
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
の
国
際
法
事
例
研
究
（
二
）
1
国
交
再
開
・
政
府
承
認
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）

「
海
上
航
行
の
安
全
に
対
す
る
不
法
な
行
為
の
防
止
に
関
す
る
条
約
案
に
つ
い
て
」
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『
新
海
洋
法
制
と
国
内
法
の
対
応
』
三
号

「
大
陸
棚
開
発
に
お
け
る
外
国
人
の
参
入
条
件
1
わ
が
国
法
制
と
の
関
連
に
お
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
海
洋
法
制
と
国
内
法
の
対
応
』
二
号

「
放
射
性
廃
棄
物
の
海
洋
処
分
i
海
洋
環
境
保
全
義
務
の
一
断
面
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
海
洋
法
の
歴
史
と
展
望
－
小
田
滋
先
生
還
暦
記
念
』
（
有
斐
閣
、

「
国
連
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
紛
争
解
決
手
続
の
『
制
限
』
と
『
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択
的
除
外
』
に
つ
い
て
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海
洋
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海
洋
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策
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九
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海
難
救
助
の
義
務
－
国
際
条
約
の
規
制
構
造
と
国
内
法
制
の
対
応
」
　
　
　
『
新
海
洋
法
制
と
国
内
法
の
対
応
』
一
号

「
新
海
洋
法
秩
序
に
お
け
る
技
術
移
転
」
　
　
　
　
　
『
発
展
途
上
国
と
国
際
法
制
度
の
変
革
』
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

「
新
海
洋
法
条
約
の
検
討
－
第
一
三
部
　
科
学
調
査
　
第
二
三
八
条
－
第
二
六
五
条
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
海
洋
法
条
約
の
締
結
に
伴
う
国
内
法
制
の
研
究
』
四
号

「
島
の
制
度
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
海
洋
法
条
約
の
締
結
に
伴
う
国
内
法
制
の
研
究
』
三
号

「
英
連
邦
に
お
け
る
独
立
方
式
」
　
　
　
『
日
本
の
国
際
法
事
例
研
究
（
］
）
1
国
家
承
認
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、

「
国
際
航
空
運
送
事
業
に
お
け
る
国
際
組
織
化
要
因
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
八
一
巻
六
号

「
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
－
領
空
侵
犯
を
中
心
と
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
教
室
』
三
九
号

「
月
協
定
の
成
立
と
そ
の
意
義
」
　
　
　
　
　
　
　
『
慶
鷹
義
塾
創
立
二
一
五
年
記
念
論
文
集
－
法
学
部
法
律
学
関
係
』

「
宇
宙
空
間
と
国
際
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
問
題
』
二
七
九
号

「
国
連
第
三
次
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
の
意
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
六
巻
三
号

「
群
島
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
海
洋
法
条
約
の
締
結
に
伴
う
国
内
法
制
の
研
究
』
二
号

「
新
海
洋
法
条
約
の
周
辺
に
あ
る
も
の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
と
政
策
』
二
〇
号

「
船
舶
の
国
籍
付
与
と
そ
の
法
的
効
果
」
　
　
　
　
　
『
船
舶
の
通
航
権
を
め
ぐ
る
海
事
紛
争
と
新
海
洋
法
秩
序
』
二
号

（
一
九
八
八
年
）

（
一
九
八
七
年
）

一
九
八
六
年
）

（
一
九
八
六
年
）

（
一
九
八
六
年
）

一
九
八
六
年
）

（
一
九
八
五
年
）

（
一
九
八
四
年
）

一
九
八
三
年
）

（
一
九
八
三
年
）

（
一
九
八
三
年
）

（
一
九
八
三
年
）

（
一
九
八
三
年
）

（
一
九
八
三
年
）

（
一
九
八
三
年
）

（
一
九
八
三
年
）

（
一
九
八
二
年
）
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「
思
い
出
の
豪
州
航
路
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
船
協
月
報
』
（
平
成
四
年
八
月
号
）
（
一
九
八
二
年
）

「
海
洋
秩
序
の
変
動
と
日
本
の
対
応
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
海
外
事
情
』
三
〇
巻
七
号
（
一
九
八
二
年
）

「
静
止
衛
星
軌
道
の
法
的
地
位
と
周
波
数
帯
の
分
配
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
放
送
衛
星
』
（
日
本
放
送
協
会
、
一
九
八
一
年
）

「
新
海
洋
法
条
約
案
に
お
け
る
紛
争
解
決
手
続
と
船
舶
起
因
汚
染
」
　
　
　
『
海
洋
汚
染
防
止
法
制
の
比
較
研
究
』
三
号
（
一
九
八
一
年
）

「
船
舶
の
通
航
権
と
新
海
洋
法
条
約
（
案
）
に
お
け
る
紛
争
解
決
手
続
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
船
舶
の
通
航
権
を
め
ぐ
る
海
事
紛
争
と
新
海
洋
法
秩
序
』
一
号
（
一
九
八
一
年
）

「
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
と
船
舶
起
因
汚
染
（
一
）
（
二
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
海
洋
汚
染
防
止
法
制
の
比
較
研
究
』
一
号
（
一
九
七
九
年
）
、
二
号
（
一
九
八
O
年
）

「
静
止
衛
星
軌
道
の
法
的
地
位
－
赤
道
国
家
の
主
張
を
め
ぐ
っ
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
二
巻
八
号
（
一
九
七
九
年
）

「
新
国
際
経
済
秩
序
の
主
張
と
新
海
洋
法
の
動
向
」
　
　
　
　
『
新
国
際
経
済
秩
序
と
恒
久
主
権
』
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
九
年
）

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
一
九
七
七
年
領
海
法
及
び
排
他
的
経
済
水
域
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
外
国
海
洋
法
制
の
研
究
』
二
号

「
国
際
海
峡
に
お
け
る
通
航
制
度
の
新
局
面
ー
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
の
趨
勢
と
日
本
の
立
場
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
一
巻
六
号
（
一
九
七
八
年
）

「
航
空
犯
罪
の
抑
制
の
た
め
の
新
し
い
国
際
立
法
化
の
試
み
ー
い
わ
ゆ
る
『
制
裁
問
題
』
の
動
向
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
〇
巻
一
号
（
一
九
七
七
年
）

「
新
海
洋
法
秩
序
と
海
洋
汚
染
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
問
題
』
二
〇
四
号
（
一
九
七
七
年
）

「
第
三
次
海
洋
法
会
議
・
第
五
会
期
に
お
け
る
国
家
グ
ル
ー
プ
の
動
向
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
『
海
洋
時
報
』
二
号
（
一
九
七
六
年
）

「
第
三
次
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
『
交
渉
』
過
程
－
第
五
会
期
ま
で
の
立
法
手
続
上
の
諸
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
海
外
事
情
』
二
四
巻
一
〇
号
（
一
九
七
六
年
）

「
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
国
際
海
峡
の
上
空
飛
行
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
『
空
法
』
一
八
・
一
九
合
併
号
（
一
九
七
六
年
）

「
国
際
海
峡
の
通
航
制
度
－
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
の
第
二
会
期
（
カ
ラ
カ
ス
）
に
お
け
る
諸
提
案
と
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問
題
点
を
め
ぐ
っ
て
ー
（
一
）
（
二
）
」
『
法
学
研
究
』

「
最
近
に
お
け
る
航
空
犯
罪
を
め
ぐ
る
国
際
法
の
発
達
と
問
題
点
（
一
）
（
二
）
（
三
・
完
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
四
巻
一
二
号
（
一
九
七
一
年
）
、

「
領
空
の
上
限
1
そ
の
画
定
の
意
義
と
必
要
性
を
め
ぐ
っ
て
」

「
連
邦
制
度
に
お
け
る
飛
行
の
自
由
」

「
接
続
空
域
の
法
的
地
位
1
『
防
空
確
認
区
域
』
の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
」

「
オ
；
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
憲
法
と
航
空
法
」

「
航
空
機
に
お
け
る
権
利
－
国
際
立
法
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
法
」

四
八
巻
四
号
、
五
号
（
一
九
七
五
年
）

　
　
　
　
　
四
五
巻
一
号
、
四
号

　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
三
巻
三
号

　
　
『
法
学
研
究
』
四
二
巻
一
一
号

『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
六
七
巻
六
号

　
　
『
法
学
研
究
』
四
〇
巻
一
〇
号

　
　
　
　
　
　
　
『
空
法
』
一
一
号

（
一
九
七
二
年
）

（
一
九
七
〇
年
）

（
一
九
六
九
年
）

（
一
九
六
九
年
）

（
］
九
六
七
年
）

（
一
九
六
七
年
）

　
翻
訳

ボ
ガ
ー
ト
『
国
際
宇
宙
法
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
信
山
社
、
共
訳
、
一
九
九
三
年
）

ル
シ
ア
ス
・
カ
フ
リ
ッ
シ
ュ
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
法
と
法
学
の
役
割
く
基
調
報
告
V
」

　
　
　
『
二
一
世
紀
に
お
け
る
法
の
課
題
と
法
学
の
使
命
1
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
一
〇
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
五
六
）
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）

ゲ
オ
ル
グ
・
レ
ス
「
紛
争
と
法
〈
報
告
〉
」

　
　
　
『
一
二
世
紀
に
お
け
る
法
の
課
題
と
法
学
の
使
命
－
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
一
〇
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
五
六
）
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）

ル
イ
ス
・
B
・
ソ
ー
ン
「
国
際
連
合
ー
現
在
と
未
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
三
巻
一
号
（
】
九
八
○
年
）

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
カ
ー
ル
・
ゲ
ッ
ク
「
国
際
連
合
に
お
け
る
国
際
法
の
法
典
化
」
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
〇
巻
二
号
（
一
九
七
七
年
）
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書
評

牢
r
零
凶
巴
箒
凶
ヨ
し
碧
窪
餌
p
α
9
の
Z
o
ゑ
0
8
碧
肉
o
巴
ヨ
ρ
臼
o
舅
畢
一
〇
頃
ζ
劣
ヨ
畜
［
＞
≦
＞
召
0
9
ヨ
男
。
“
＜
〇
一
9
一
〇。
（
一
〇
〇。
刈
）

村
瀬
信
也
・
奥
脇
直
也
編
『
山
本
草
二
先
生
古
稀
記
念
　
国
家
管
轄
権
－
国
際
法
と
国
内
法
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
九
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）

水
上
千
之
『
日
本
と
海
洋
法
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
問
題
』
四
三
二
号
（
一
九
九
六
年
）

小
田
滋
『
海
洋
法
　
上
巻
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
八
O
巻
四
号
（
一
九
八
一
年
）

ダ
マ
ト
著
『
国
際
法
に
お
け
る
慣
習
の
概
念
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
六
巻
二
号
（
一
九
七
三
年
）
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